
 
 

 
 

寒冷地環境下における高炉スラグ系セメントの化学的活性化に関する調査研究委員会【B 種・新規】 
 

(1) 活動期間 
令和8年4月～令和10年3月 

(2) 設立趣旨 
寒冷地である北海道においては，CO₂削減および資源循環の観点から，高炉スラグ微粉末を用

いたセメント系材料の活用が期待されている。一方で，高炉スラグは潜在水硬性材料であり，低

温環境下では初期水和反応が遅延し，十分な性能を発現しにくいという課題を有している。 
近年，亜硝酸カルシウムを主成分とする耐寒促進剤が寒中施工に用いられているが，その化学

的作用や高炉スラグの活性化機構については，実務的観点から体系的に整理されているとは言い

難い。 
本研究委員会では，寒冷地環境下における高炉スラグ系セメントの反応挙動に着目し，耐寒促

進剤の化学的役割を含めた既往知見および事例を整理・共有することで，北海道における実務的

活用に資する基礎的知見の整理を目的とする。 
(3) 活動計画 

寒冷地環境下における高炉スラグ系セメントの水和反応および化学的活性化に関する既往研究 
および実務事例について情報収集・整理を行うとともに，委員間の情報交換を通じて技術的課題 
の把握を行う。また，関連メーカーや施工現場の見学および意見交換を通じて，実務的観点から 
の知見の蓄積を図る。 

(4) 委員会の構成 
委員長    崔  希燮    北見工業大学 

幹 事    金  志訓    室蘭工業大学 

委 員    井上 真澄    北見工業大学 

〃     呉  多英    北海道大学 

〃     PYEON Sujeong   北海道大学 

※今後，必要に応じて委員を追加し，最大8名程度の構成とする。 
 

 


